
 フォロワーシップ
 

先週末は、本校敷地すぐ近くにクマの出没
情報があり、保護者の皆様には急な連絡であ
ったにもかかわらず、生徒を迎えに来ていた
だく対応をしていただき、ありがとうござい
ました。改めて、我々の生活圏内にはクマが
いるということを認識した上で、熊よけ鈴を
鳴らしながらの登下校を徹底することや、万
が一クマに遭遇してしまった際の対応を頭に
入れておくことなど、自分の身を自分で守れ
るようにしっかり準備する必要性を感じさせ

 られました。
　さて、昨日前期生徒総会が行われました。
開会にあたり、生徒会長から全校生徒への熱
いメッセージが語られたのち、生徒会執行部
や各種委員会からよりよい城南中学校を目指
すためのさまざまな活動が提案されました。
学級討議を経て出された質問や提案に対して
も丁寧な説明がなされ、全校生徒が一堂に会
する中、議案はすべて承認されました。今日
からは「愛される城南中学校」の姿を具現化
するためにフォロワーである城南中生全員が
リーダーの声や行動に対して前向きに反応し
てこれらの活動内容を実践することにより、
リーダーを支えながら一体感のある城南中生

 徒会を築き上げることが大切です。

　リーダーにリーダーシップが求められるよ
うに、フォロワーにもフォロワーシップが必
要だという考えを提唱している人がいます。
アメリカの大学で教授を務めるロバート・ケ
リー氏によるフォロワーシップ理論というも
ので、もともとは会社等の組織における「部
下が上司を支援するチカラ」について考えら
れた内容です。それによると「組織の成功は
フォロワーが８割を握っている」とされてお
り、私もまったくその通りだなと共感してい
ます。フォロワーシップ理論というと何か難
しそうな印象を受けると思いますが、ケリー
氏は理想のフォロワーになるためにはたった

 ２つの力を高めるとよいと言っています。

 ①問題があれば、我慢せず提言する
②言うだけでなく、自ら率先して動く

それぞれキーワードにすると①は「批判的思
考」、②は「積極的関与」となります。理想
のフォロワーは、リーダーの意見や発言に対
し主体的に考え、正しいと感じたら、積極的
かつ協力的に取り組みます。また課題を感じ
て批判や提言をする際も、その理由を明確に
して建設的に意見を述べます。今日の生徒総
会での質問や意見は、この①の批判的思考の
考えに基づいた、建設的な議論を促進するも
のであったと感じています。そして生徒総会
を終えた今日からは、一人一人がリーダーの
言葉に対し②の積極的関与の姿勢で、全校が
一体となった活動を展開することを期待しま
す。城南中生一人一人が良きフォロワーにな
るためのスキルや価値観について、私から以
下の３つアドバイスをしますので、ぜひ実践

 してみてください。
 
(1)  自分の活動に付加価値を生み出す

 ・学校のため、みんなのために行動しよう
・係や委員の人が忙しそうだ（または休ん

 でいる）から代わりにやろう
・よりよい成果を得るためにちょっと工夫

 してみよう
 　という考え方で積極的に関与してみる。

 
(2)  活動組織内での人間関係を育む

・やろうとすることを事前に周囲に伝え、
 協力を仰ぐ

 ・味方を増やし、協力の輪を広げる
 ・リーダーの話に理解を深め、協力する

 　というように相手意識をもって行動する。
 
(3)  勇気ある良心をもつ　
　間違った対応や誤った行動には、「No」と
言える良心をもち、常に正しい方向へ向かっ

 ていく姿勢を大切にする。
 
　また、生徒総会後に昨年度末から協議され
てきた、髪型や服装に係る校則の一部見直し
について報告がありました。校則のようなル
ールは学校にいる間だけでなく、大人になっ
ても、法律などの社会のルールがあったり、
会社などで業務上必要なルールが厳格に定め
られたりしています。ルールは人間が集団を
形成する際に、全員が安全かつ安心して気持
ちよく過ごすために必要なものであり、どん
な集団で過ごすかによってその内容も変わっ
てきます。大切なのは「時、場所、場合に応
じた適切な判断をすること」と「自分にとっ
て都合のいいことではなく、全員が安全に安
心して過ごせること」であるという認識をし
っかりともち、みんなが居心地のよい学校に

 していくことだと思います。
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